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まちかど HOT ★ニュース いま街角で一番輝いてい
る話題をお送りください。

　3 月 3 日のひな祭りに向けて、市内のこども園などの各
施設で準備が進められています。泉よつばこども園では、5
歳児たちが協力して、最上段から順に内

だ い り
裏びな（男

お
びな、女

め

びな）、三
さんにんかんじょ

人官女、五
ご に ん ば や し

人囃子などを 7 段のひな壇に飾り付け
ました。ひな壇が完成した後、子どもたちは元気にひな祭り
の歌を歌いました。

　ひな祭りに向けて　泉よつばこども園

　市民会館文化ホールで 1 月 26 日に「第 42 回東はりま芸
能祭」が開催され、北播磨・東播磨地域の 10 市町から 21
団体、約 200 人が出演しました。オープニングでは、播州
加西あばれ太鼓が「加西サイサイ囃子」を披露し、会場は大
きな拍手に包まれました。約 600 人の来場者は、狂言、民舞、
和太鼓、詩舞道などを楽しみました。

加西市のあばれ太鼓　オープニング飾る

　市教育委員会は、玉丘史跡公園（玉丘町）にある玉丘古墳
を囲む堀の水を抜き、古墳の状態を確認する調査を実施しま
した。長年、水中に隠れていた古墳の裾（外周部分）が現れ、
古墳の表面に敷かれた葺

ふきいし
石が非常に良い状態で残っていまし

た。4 世紀末ごろに築造された当時の状態をとどめる玉丘古
墳の貴重な姿を確認することができました。

玉丘古墳の裾
すそ

　その姿が明らかに

　北条東小 4 年生 50 人が、地域の伝統工芸を学ぶためミニ
畳作りを体験しました。畳職人の高橋克仁さん（高橋畳店）が、
実演を交えて作り方のコツを指導。児童らは初めて使う建築
用ホチキスに苦戦するも、縦 20㎝、横 30㎝のミニ畳を完
成させました。藤元隆乃介さんは「世界に一つだけの畳を作
れて良かった」と話しました。

職人の技から学ぶ　北条東小でミニ畳作り

　芸術文化などの分野で優れた成績を収めた谷口あおいさん
（加西中 1 年）、なつめさん（富合小 5 年）に加西市文化・スポー
ツ振興賞賜金を贈呈しました。2 人は、「2023 年第 14 回
バスティンピアノコンクール姫路地区予選」でそれぞれ優秀
賞を受賞し、ともに全国大会の出場権を獲得しました。

谷口さん姉妹　ピアノコンクールで全国大会へ

　奉仕活動を通じて、こころ豊かな地域社会づくりに貢献し
た方を表彰する「善意の表彰」。団体に「サルビア賞」、個人
に「かしの木賞」を贈呈しました。

善意の表彰　永年の善行をたたえて 

▲ひな祭りの歌を元気に歌う園児たち

▲高橋市長（左）から表彰を受ける加西市赤十字奉仕団（代表 
谷勝公代さん）

▲左からなつめさん、高橋市長、あおいさん

▲高橋さん（中央）に教えてもらい作成する児童たち

▲葺石がきれいな状態で残っている玉丘古墳の裾

▲迫力の演奏を披露する播州加西あばれ太鼓の皆さん
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　県主催の「令和 6 年度ひょうごの農とくらし研究活動コ
ンクール」で株式会社元

げんげん
源（上万願寺町）の「ひかり姫の冷

凍黒枝豆」が最優秀賞、蓬莱眞
ま さ こ

子さん（野条町）の「播州か
しわめし」が努力賞を受賞しました。受賞後、元源の藤本圭
一朗社長が優良事例発表を行い、県が開発した黒枝豆ひかり
姫の生産推進と西在田地区の農業振興を熱く語りました。

ひょうごの農とくらし研究活動コンクール受賞

　スポーツなどの分野で優れた成績を収められた長谷川楓さ
ん（北条東小 5 年）に加西市文化・スポーツ振興賞賜金を
贈呈しました。長谷川さんは「F

フ レ イ ク
LAKE C

カ ッ プ
UP 2024 JAPAN 

T
ツ ア ー
OUR イオンモール堺北花田のジュニアクラス」で 6 位に

入賞し、「FLAKE CUP 2024-2025 C
チ ャ ン ピ オ ン シ ッ プ
hampionship」の出

場権を獲得しました。

スケートボードコンテスト　全国大会へ

▲左から長谷川さん、高橋市長

▲左から元源の 2 人（藤本麻
あ さ こ

子さん、圭一朗さん）と蓬莱さん加西市赤十字奉仕団 社会福祉活動

サルビア賞（団体）

岡田 陽子（牛居町） 観光ガイドボランティア活動

幸田 正芳（網引町） 地域の清掃活動

後藤 欣一（若井町） 地域の清掃活動

後藤 治佳（若井町） 地域の清掃活動

かしの木賞（個人）

小林 久美（北条町西南） 朗読ボランティア活動

内藤 和之（玉丘町） 青少年の健全育成活動

松本 桂子（笹倉町） 朗読ボランティア活動

藤田 智恵子（北条町栗田）情報紙作成ボランティア活動

感動のラストゲーム　6年生最後の試合

　6 年生最後の大会である「第 36 回伊東電機杯親善少年野
球大会」が 2 月 8 日、9 日、11 日に開催されました。伊東
電機株式会社の担当者は、「野球人口が減少しているため、
少しでも野球の楽しさを実感してもらい、将来的に 40 回、
50 回と続く大会にしたい」と話しました。
優勝 善防少年野球クラブ　準優勝 富合野球スポーツ少年団

▲一球一球に全力プレーの選手たち（写真は決勝戦の様子）

（敬称略）


